
 

 

２０２５年５月１５日 

 

 

非常ブレーキによってお客様からけがの申告を受けた事象について 
 

 

５月１５日（木）早朝より札幌駅構内に設置されているＡＴＳ※の地上側の設備に不具合

が発生したため、このＡＴＳを使用停止にしていたところ、運転士が車両側のＡＴＳの正し

い取扱いを行わなかったため非常ブレーキが動作し停止する事象が発生しました。これに

より、乗車されていたお客様からけがの申告を受けました。 

ご利用のお客様には、ご不安な思いをおかけしましたことをお詫び申し上げます。 

 

 

１．発生日時 ２０２５年５月１５日（木）８時１０分頃 

 

２．発生場所 札幌駅構内（札幌市北区北６条西４丁目） 

 

３．関係列車 あいの里公園 ７時２７分発 札幌行き 普通列車 

（６両編成 定員 704名、乗車約 560名） 

 

４．概  況  札幌駅構内において、ＡＴＳの不具合が発生したため、本列車の運転士は、

ＡＴＳ故障に対する取扱いを行うべきところ、これを失念し、当該列車は非

常ブレーキにより停止しました。その際、 速度が低い状況で非常ブレーキ

が動作した結果、強い衝動が発生し、ご乗車されていたお客様が転倒される

などして、４名のお客様からけがの申告がありました。現時点でけがの詳細

等については不明ですが、救急車等での搬送は行っておらず、お客様は目的

地に向かわれています。現在も引き続き対応しています。 

 

５．原  因 運転士がＡＴＳの地上側からの信号を一時的に無効にするためのスイッチ

の取扱いを失念したためです。 

       なお、ＡＴＳの地上側の設備不具合の原因は調査中ですが、設備は既に交換

し正常に動作しています。 

 

※ＡＴＳ（Automatic Train Stop）＝自動列車停止装置 


